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　回答者の年代は，40代が 47％と最も多く，次いで，30代が 27％，50代が 13％と続いている（図
表 1）。また，性別は，男性が 77％，女性が 21％，無回答が 2％となっている。
図表 1　回答者の年代
（2）資格の種類および経験年数
　資格の種類は，社会福祉士が 45％と最も多く，次いで司法書士が 25％，弁護士が 15％となって


















































種では社会福祉士が 27名，司法書士が 8名，他職種では弁護士が 16名，司法書士が 3名，社会福
祉士が 3名，行政書士，税理士がそれぞれ 1名，その他が 3名となっている。行政等では，家庭裁





























































































































































The guardian’s view on the confrontation between family
―Report of the results of an investigation―
Madoka MIWA
要　　約
　本稿は，大分県内で後見人等として活躍する専門職を対象としたアンケート調査の結果・考察であ
る。本調査は，意思能力が低下した高齢者本人およびその家族・親族の対立の実態および，対立への
専門職のかかわりを明らかにすることを目的とした。
　その結果，最多の対立は財産の使い込み・横領であり，その原因は多様であった。しかし，原因に
よっては，制度の充実により解消可能であることも明らかとなった。専門職のかかわりの意義として，
主に説明・交渉による対立の解消・緩和が挙げられたが，専門職自身も家族等に対する説明・理解の
難しさを感じていた。加えて，本人の意思の尊重，家族の信頼や協力を得ることの難しさを感じてお
り，本人のみならず，家族等に配慮しながら，業務を遂行している専門職の姿も明らかとなった。
